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※３館合築複合化については、上記「市長報告から」のとおり。

自
殺
防
止
対
策
に
つ
い
て

質
問　
自
殺
は
個
人
の
心
の
問

題
で
は
な
く
、
追
い
込
ま
れ
た

末
の
死
で
あ
り
、
避
け
る
こ
と

の
で
き
る
死
で
あ
る
。
死
に
追

い
込
ま
れ
そ
う
な
方
が
生
き
る

道
を
選
択
で
き
る
支
援
が
重
要

だ
。
ま
た
、
自
殺
し
た
方
は
複

数
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
た
め
、

各
課
の
庁
内
連
携
が
必
要
だ
が

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
関
係
部
署
と
の
具
体
的

な
協
議
を
進
め
る
。
今
後
も
自

殺
対
策
の
推
進
に
努
め
た
い
。

意
見　
本
市
の
平
成
28
年
の
自

殺
要
因
１
位
は
健
康
問
題
だ
。

市
長
が
先
頭
に
立
ち
、
全
庁
的

な
取
り
組
み
の
構
築
を
求
め
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設

と
介
護
職
員
の
確
保
に
つ
い
て

質
問　
市
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
特
養
老
人
ホ
ー
ム
増

設
と
介
護
職
員
の
人
材
確
保
や

処
遇
改
善
の
要
望
が
最
も
多
い
。

都
有
地
活
用
な
ど
で
特
養
の
増

設
を
図
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

答
弁　
介
護
保
険
料
に
影
響
を

与
え
る
た
め
慎
重
に
考
え
る
。

人
材
確
保
は
研
究
し
て
い
く
。

質
問　
住
所
地
特
例
に
よ
り
、

市
内
の
方
が
市
外
の
特
養
に
入

っ
て
も
、
市
の
負
担
は
同
じ
。

他
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
も
市

の
給
付
費
の
負
担
は
変
わ
ら
ず
、

特
養
を
つ
く
ら
な
い
理
由
に
は

な
ら
な
い
。
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
介
護
保
険
運
営
協
議
会

で
検
討
を
進
め
る
。

意
見　
市
民
の
願
い
を
真
摯
に

受
け
と
め
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

市
民
合
意
と
う
そ
を
つ
く
な
！

質
問　
丸
山
市
長
は
市
民
会
館

建
て
替
え
に
よ
る
３
館
合
築
複

合
化
を
断
念
し
た
。
次
に
と
る

べ
き
は
合
築
を
田
無
庁
舎
敷
地

内
で
行
う
と
即
刻
決
断
し
、
市

民
広
場
で
の
仮
設
庁
舎
建
設
は

中
止
す
べ
き
だ
。
ま
た
中
央
図

書
館
構
想
は
田
無
駅
南
口
ま
ち

づ
く
り
の
核
と
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁　
仮
庁
舎
建
設
を
含
む
暫

定
方
策
は
市
民
の
意
見
に
沿
っ

た
も
の
で
あ
り
進
め
て
い
く
。

意
見　
暫
定
案
は
市
民
合
意
を

得
て
い
る
と
の
答
弁
は
う
そ
だ
。

ひ
と
り
親
支
援
の
強
化
を
！

質
問　
職
業
訓
練
を
受
け
る
ひ

と
り
親
の
住
宅
支
援
の
た
め
に
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の

住
宅
確
保
給
付
金
事
業
を
連
携

さ
せ
ら
れ
な
い
か
。

答
弁　
母
子
家
庭
等
高
等
職
業

訓
練
促
進
給
付
金
を
受
け
て
い

る
場
合
、
生
活
困
窮
者
の
住
宅

確
保
給
付
金
は
受
給
で
き
な
い
。

都
市
緑
化
の
推
進
を
！

質
問　
宅
地
開
発
当
初
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
と
し
て

設
置
し
た
保
谷
町
ロ
ー
ズ
ガ
ー

デ
ン
は
成
功
事
例
だ
。
同
様
の

取
り
組
み
を
推
進
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
ガ
ー
デ
ン
セ
ラ
ピ
ー
や

障
が
い
者
の
余
暇
活
動
の
場
と

し
て
の
公
園
の
福
祉
活
用
は
。

答
弁　
公
園
が
有
効
活
用
さ
れ
、

市
民
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

意
見　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
の

緑
化
ス
ペ
ー
ス
は
セ
ン
ス
の
よ

い
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ニ
ン
グ
を
。

「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
４
件
）
」

【
説
明
】
①
田
無
小
学
校
（
田

無
町
四
丁
目
５
番
21
号
）
校
舎

増
築
工
事
の
工
事
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
。
工
期
は
契
約

確
定
日
の
翌
日
か
ら
平
成
30
年

３
月
16
日
ま
で
。

②
（
仮
称
）
第
10
中
学
校
（
ひ

ば
り
が
丘
三
丁
目
２
番
地
内
）

の
建
築
工
事
、
電
気
設
備
工
事
、

機
械
設
備
工
事
の
工
事
請
負
契

約
を
締
結
す
る
も
の
。
工
期
は

契
約
確
定
日
の
翌
日
か
ら
平
成

31
年
３
月
18
日
ま
で
。

【
主
な
質
疑
】

問　
田
無
小
学
校
増
築
工
事
に

つ
い
て
、
リ
ー
ス
で
は
な
く
本

設
に
し
た
理
由
は
。

市議会で採択された請願・陳情は、市長や教育長に送付されます。そのうち、結果等を請求することに決したものは、市議会に報告することとなっています。
ここでは平成28年に採択又は趣旨採択された７件のうち、４件の陳情についてお知らせします。その他の３件については、議会だより第74号（平成29年5
月15日号発行）に掲載しています。

議会 NEWS ① 採択された陳情への市の対応

本市では、公共施設等総合管理計画を策定
し、公共施設の総量抑制とインフラの適正管
理を図るため、施設分野ごとに課題を整理し
見直しを行っており、その中で、施設の適正
配置についても検討してまいります。

新町分室については予約関連の業務の増加
等、求められる機能の変化を受け図書サービ
スを開始しました。また、市民会館、田無公
民館・中央図書館については、同じ耐震性に
課題のある施設を一体的に検討することで、
総量抑制を図るとともに、新たな付加価値の
創造につながる複合化の方向性を検討してい
ます。今後、公民館・図書館の配置バランスに
留意し、適正配置を検討してまいります。（※）

市民会館に中央図書館・田無公民館を移し
建て替える３館合築複合化は、新町分室が廃
止となった新町地域の図書館利用者にとって
ますます不便になる。
市民会館への移転を見直し、中央図書館、
田無公民館は田無駅南側に残すことを求める。

平成28年12月21日

３館合築複合化に関する陳情

既に、西武鉄道株式会社と協議、
調整を進めております。

引き続き、西武鉄道株式会社と協
議、調整を図り、早期のバリアフリ
ー化に向けて努力してまいります。

ひばりヶ丘駅北口の絶壁階段と駅
西側のあかずの踏切は高齢者、障害
者などに不便である。駅北口のバリ
アフリー化工事について、鉄道事業
者と設計施行の調整を促進し、早期
着工を図るよう強く求める。

平成28年12月21日

ひばりヶ丘駅北口のバリアフリー
化工事の早期着工を求める陳情

地域生活支援事業については、
地域の実情に合わせた制度設計が
可能であるため、障害のある方の
社会参加促進のため、陳情の趣旨
にのっとった対応を行います。

障害福祉サービス事業所（作業
所）への通所を、平成 29 年度よ
り移動支援事業の利用目的の範囲
に含めることとします。

障害者が住み慣れた地域で働き
暮らしていくために、作業所の送
迎に移動支援の使用を認めること
を求める。

平成28年12月21日　趣旨採択

障害者の「移動支援」に作業所の
送迎を含めることに関する陳情

障害のある生徒たちが学ぶ特別支援学級
の運営については今後も西東京市教育計画
の基本方針に基づき、適切に進めてまいり
ます。

学校固定学級への介助員の配置について
は、学校からも意見聴取を行い、校外活動
時の配置に加え、必要に応じて校内活動時
にも配置するよう検討してまいります。

全国の傾向と同様に市内においても障が
いのある生徒は増加しており、障がいに起
因する問題も多様化している。特に中学校
の３年間は多感な時期であり、十分な支援
が必要であるため、中学校固定学級（特別
支援学級）への支援員の配置を求める。

平成28年9月23日　趣旨採択

中学校固定学級への支援員措置に関
する陳情件　　名

採択年月

陳情事項

市の
検討結果
（平成29年
2月時点）

理　　由

答　
現
在
の
推
計
で
は
、
田
無

小
学
校
区
域
の
児
童
数
は
平
成

37
年
ご
ろ
を
ピ
ー
ク
に
増
加
し
、

以
後
減
少
す
る
こ
と
な
く
、
教

室
数
が
不
足
す
る
見
込
み
で
あ

る
。
当
分
は
教
室
数
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
特
定
財

源
を
活
用
し
教
室
を
本
設
す
る

こ
と
と
し
た
。

問　
今
回
、
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体
で
公
募
し
た
が
、
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
共
同
企
業
体
方
式
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
、
地
元
業
者
の
施
工

能
力
の
向
上
・
育
成
な
ど
メ
リ

ッ
ト
は
大
き
い
と
考
え
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
同
意

【
３
館
合
築
複
合
化
の
経
緯
】

公
共
施
設
の
総
量
抑
制
と
新

た
な
付
加
価
値
を
目
指
し
、
老

朽
化
し
た
市
民
会
館
を
中
央
図

書
館
・
田
無
公
民
館
と
複
合
化

し
建
て
替
え
る
と
し
た
も
の
。

平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
で
市

の
方
針
が
示
さ
れ
て
以
来
、
議

会
を
は
じ
め
合
築
複
合
化
基
本

プ
ラ
ン
策
定
懇
談
会
や
庁
内
検

討
部
会
に
て
検
証
・
検
討
が
行

わ
れ
て
き
た
。

【
結
論
】

議
会
や
市
民
の
議
論
、
意
見
、

市
民
会
館
と
中
央
図
書
館
・
田

無
公
民
館
の
施
設
老
朽
化
や
耐

震
対
応
な
ど
、
総
合
的
に
踏
ま

え
、
市
民
会
館
の
建
て
替
え
に

伴
う
市
民
会
館
敷
地
で
の
合
築

複
合
化
は
行
わ
な
い
。

【
今
後
の
対
応
】

市
民
会
館
、
中
央
図
書
館
・

田
無
公
民
館
は
、
耐
震
改
修
促

進
計
画
の
目
標
年
度
で
あ
る
平

成
32
年
度
を
見
据
え
、
既
存
施

設
の
有
効
活
用
の
視
点
に
立
ち
、

改
め
て
検
討
す
る
。

一般質問 (5)、市長報告から、本会議の審議から、議会NEWS①

庁
内
連
携
で
自
殺
対
策
の
取
り
組
み
を

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
を
図
れ

大
竹　
あ
つ
子
（
共
産
）

市
民
会
館
建
て
替
え
に
よ
る
合
築
断
念

仮
設
庁
舎
も
断
念
し
て
新
た
な
展
開
を

納
田　
さ
お
り
（
無
所
属
）

本
会
議
の
審
議
か
ら

定
例
会
最
終
日
に
本
会
議
に
上
程
さ
れ
た
議
案
の
主
な
審

議
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
長
報
告
か
ら

定
例
会
初
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
「
市
民
会
館
、
中
央
図

書
館
・
田
無
公
民
館
の
合
築
複
合
化
」
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら

報
告
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
報
告
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
西
東
京
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
）で
は
、本
会

議
の
模
様
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。映
像
及
び
音
声
は
、西
東
京
市
議

会
の
公
式
記
録
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
式
記
録
に
つ
い
て
は
、会
議
録
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。「
会
議
録
の
公
開
予
定
」は
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊

平成29年8月15日　 発行 第75号 （６）

西東京市


